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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

スギの樹皮表面にはフォールアウトに含まれた 137Cs が高濃度で付着した。しかし、その後、
スギの樹皮 137Cs 濃度は年々低下傾向にあることが報告されている。本報告では、林業研究セン
ター敷地内に設定した試験地（スギ 60 年生（2025 年時））における推移（2014 年、2017 年、
2025 年）と、現在の外部汚染の残存状況について事例的に報告する。137Cs 濃度は、外樹皮・内
樹皮ともに減少傾向にあった。外樹皮の 137Cs 濃度の低下により、2025 年の樹皮面積あたりの
137Cs 蓄積量は、2014 年に対して 7.1％（平均値）にまで減少していた。一方、2025 年において
も樹皮表面には放射性物の付着が確認され、フォールアウト時に付着した 137Cs の一部が残存し
ていると考えられた。 

 
（１） 福島県林業研究センター敷地内のスギ林において、2014 年、2017 年、2025 年に各 6 本の

スギから 10×10 cm 程度の樹皮を剥離してサンプルとした。 
（２） サンプルを外樹皮と内樹皮に区分して 137Cs 濃度を測定し、樹皮面積で除することで樹皮面

積あたりの 137Cs 量を算出した。137Cs 濃度、137Cs 量は 2011 年 3 月 15 日に減衰補正した。 
（３） 外樹皮と内樹皮の 137Cs 濃度および樹皮表面積あたりの 137Cs 蓄積量は調査年が進むにつれ

て大きく減少する傾向にあった（図１，図２）。 
（４） 同じ林分から 2025 年に樹皮を採取し、イメージングプレートにより解析したところ、スポ

ット状の放射性物質の付着が確認された（図３）。 
 
２ 期待される効果 

（１） 外部汚染の残存状況を把握することで、今後の樹皮 137Cs 濃度の推移について検討できる。 
 
３ 活用上の留意点 

（１） 外部汚染の残存状況は、初期汚染の程度や、その後の樹皮剥離の程度等によって変わる。 
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図１ 外樹皮及び内樹皮の 137Cs 濃度の推移      図２ 樹皮における面積当たりの 137Cs 蓄積量の推移 
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図３ 樹皮における放射性物質の分布状況（2025 年採取） 
左：写真、右：写真とイメージング画像の重ね合わせ 


